
〒244-0806
神奈川県横浜市戸塚区
上品濃16-48

☎045（821）0115 入試事務室（アドミッションセンター）

JR東戸塚駅徒歩12分

湘南医療大学

薬学部校舎/薬草園
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交通アクセスマップ
※数字は東戸塚駅までの所要時間です。
 （朝通学時間帯の目安）
   路線図 は一部を表示しています。

薬
剤
師
国
家
試
験

臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム
臨床重視を的確にとらえた
段階的カリキュラム

●１年次

●２年次

●３年次

●４年次

●５年次

●６年次

実務実習事前学習Ⅰ

医療薬学チュートリアル演習Ⅱ

薬局・病院実務実習

卒業研究

早期臨床体験実習

薬学入門　　

医療薬学チュートリアル演習Ⅰ

症候論

研究法入門

処方解析演習 症候・診断学

チーム医療論

臨床に強くなるための
湘南医療大学
オリジナル科目！

後期臨床体験実習後期臨床体験実習

〈カリキュラムの概略イメージ〉

薬学総合プレ研究

入試日程

一
般
選
抜
Ⅲ
期

一
般
選
抜
Ⅱ
期

一
般
選
抜
Ⅰ
期

総
合
型
選
抜
Ⅲ
期

出願
 1/4（月）
　～1/19（火）

消印有効

出願
 1/4（月）
　 ～２/２（火）

消印有効

出願
 ２/１５（月）
　～２/２４（水）

消印有効

出願
 ２/２２（月）
　 ～３/３（水）

消印有効

１２３/ （土）

2/７（日）

2/２７（土）
3/６（土）

「薬学部 医療薬学科」開設。「薬学部 医療薬学科」開設。
2021年４月、湘南医療大学は
 １７病院と５１保健医療福祉施設の協力の下、
臨床に強い薬剤師の養成を開始します。

き
、
実
習
先
の
指
導
薬
剤
師
と
協

力
し
て
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、【
大
学
教
育
…

薬
学
部
、
保
健
医
療
学
部
】【
研

究
…
学
生
、
教
員
、
医
療
従
事
者
、

臨
床
医
学
研
究
所
】【
臨
床
現
場

…
グ
ル
ー
プ
関
連
施
設
】
の
３
つ

の
異
な
る
立
場
で
、
統
合
・
連
携

し
て
進
め
る
『
生
き
た
医
療
人
教

育
』
が
、
湘
南
医
療
大
学
の
大
き

な
特
色
で
す
」

現
場
に
即
応
「
チ
ー
ム
医
療
論
」

　
「
さ
ら
に
、
医
療
現
場
に
欠

か
せ
な
い
多
職
種
協
働
に
よ
る

『
チ
ー
ム
医
療
』
を
身
に
付
け
る

た
め
に
、
保
健
医
療
学
部
（
看
護

学
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
、
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業
療

法
学
専
攻
）
の
学
生
と
と
も
に
、

『
チ
ー
ム
医
療
論
』
を
学
べ
る
こ

と
も
特
色
で
す
。

　
『
チ
ー
ム
医
療
論
』
で
は
、
演

習
形
式
で
〈
身
体
的
疾
患
支
援
〉

〈
地
域
包
括
支
援
〉〈
精
神
心
理
疾

患
支
援
〉の
臨
床
課
題
に
つ
い
て
、

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
学
生
の
主
体
的
学
び
を
促

進
す
る
学
習
法
に
よ
り
、
臨
床
現

場
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
、
課

題
解
決
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
で

は
、特
色
あ
る
教
育
体
制
の
下
で
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
臨
床
に

強
い
薬
剤
師
の
養
成
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

17
病
院・51
施
設
下
の
臨
床
教
育

　
「
そ
の
一
つ
は
、『
臨
床
一
貫

型
連
携
教
育
体
制
』（
Ｉ
Ｅ
Ｓ
：

Integrated educational system

）
で
す
。
臨

床
教
育
・
臨
床
現
場（
実
務
実
習
）・

研
究
活
動
の
三
要
素
の
集
合
体

を
、
一
貫
・
関
連
性
を
も
た
せ
る

展
開
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
強
み
で
あ
る

17
グ
ル
ー
プ
病
院
と
51
保
健
医
療

福
祉
施
設
に
わ
た
る
最
大
級
の
協

力
体
制
の
下
で
、
一
貫
し
た
臨
床

教
育
を
実
践
し
ま
す
。

　

急
性
期
か
ら
回
復
期
・
慢
性
期

ま
で
の
病
床
を
有
す
る
連
携
病
院

は
、
本
校
薬
学
部
の
病
院
実
務
実

習
等
を
担
当
す
る
こ
と
で
、『
病

院
実
務
実
習
の
コ
ア
セ
ン
タ
ー
』

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
本
校
薬
学
部
の
独
自
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
『
後
期
臨
床

体
験
実
習
』
で
は
、
回
復
期
お
よ

び
慢
性
期
の
医
療
を
実
践
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
」

少
人
数
制
と
連
携
に
よ
る
育
成

　
「
ま
た
、
本
校
に
は
経
験

豊
か
な
医
療
系
教
員
が
そ

ろ
い
、
薬
学
部
は
１
学
年

１
３
０
名
と
い
う
少
人
数

制
に
よ
っ
て
、
き
め
細
や

か
な
臨
床
教
育
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

習
病
院
で
の
指
導
は
、
医

療
系
教
員
も
現
場
に
出
向

　
（
石
橋
特
任
教
授
）「
超
高
齢
社

会
の
中
で
、
薬
剤
師
に
は
、
医
療

に
お
け
る
最
適
な
薬
物
療
法
の
提

供
、
服
薬
指
導
、
医
療
安
全
対
策

な
ど
、
医
療
の
担
い
手
と
し
て
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
学
教
育
は
、
医
学
や
歯
学
と

同
様
に
、
６
年
制
教
育
で
す
。
教

養
教
育
、
医
療
薬
学
を
は
じ
め
と

す
る
専
門
教
育
だ
け
で
な
く
、
臨

床
に
係
る
実
践
的
能
力
を
培
う
た

め
に
、病
院
お
よ
び
薬
局
で
の『
実

務
実
習
』
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
医
療

薬
学
科
で
は
、
６
年
間
と
い
う
長

い
学
び
の
間
、
学
修
の
進
捗
に
と

も
な
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

さ
ら
に
向
上
す
る
た
め
の
教
育
・

研
究
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
」

　薬学部より
　　　  ご挨拶

石橋 芳雄  特任教授
（21年４月着任予定）

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
湘
南
医
療
大
学
に
、
来
年
（
２
０
２
１
年
）
４
月
、
新
し
い
学

部
「
薬
学
部
・
医
療
薬
学
科
」
が
誕
生
し
ま
す
。
東
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
「
質
の
高
い
薬
剤
師
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
科
目
「
後

期
臨
床
体
験
実
習
」
の
設
置
な
ど
、特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
を
養
成

新
設
の「
薬
学
部
」、出
願
開
始

湘
南
医
療
大
学

◦明治薬科大学大学院修士課程修了 医学博士
◦前・明治薬科大学免疫制御学研究室 教授 など

専門分野 … 微生物学、免疫学

湘
南
医
療
大
学 

薬
学
部

石
橋 

芳
雄 

特
任
教
授

　
　
　
　
　（
来
春
着
任
予
定
）
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横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

イースト
ウイング

サウス
ウイング

西口

ヒルズ東戸塚 電 車
JR「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分
（徒歩では駅から15分）

横浜新道「川上IC」
または「今井IC」から５分
（無料駐車場あり）

交通アクセス

車

東急
ストア
東急
ストア

西口西口

東口東口

横浜新道 

東戸塚駅

サイゼリヤサイゼリヤ
松屋松屋

東戸塚西口
プラザ
東戸塚西口
プラザ年金

事務所
年金
事務所

・マクドナルド
・ノジマ
・ジーンズメイト
・ダイソー
・西松屋
・コープ

積水ハウス積水ハウス

駐輪場駐輪場

ファミリー
マート
ファミリー
マート

無料シャトルバス
乗り場

無料シャトルバス
乗り場

シニアホテル東戸塚 ０１２０-３５-２２４０フリーダイヤル

【介護付】イーストウイング／戸塚区上品濃１６ｰ８
【住宅型】サウスウイング／戸塚区上品濃１６ １ー５

［9：00～18：00］

６５歳以上の方であれば、どなたでも
〈介護認定を受けていないお元気な方も入居可能〉

入居対象

１，６５０万円～イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ

前払金

20万2，720円～（管理費・食費含む）月額利用料
●介護付有料老人ホームでありながら、
  各居室に浴室・トイレ付※！ ※一部を除く
●階下に地域病院（医療法人社団 健齢会
  「ふれあい東戸塚ホスピタル」）を併設
●吹き抜けのロビーラウンジ、
  中庭・屋上庭園から品濃の自然を一望

特 徴

タイプ２（２１．９m2）

居室
例
居室
例サ

ウ
ス
ウ
イ
ン
グ

１，７００万円～前払金

22万5，349円～（管理費・食費含む）月額利用料
●最多居室は贅沢な24.8㎡の広さを確保！
 大容量クローゼットなど、こだわりの収納も
●周囲に病院・リハビリ施設・ケアマネ事業所・
  訪問介護・訪問看護・デイサービスがあり、
 介護のサポート体制が充実

特 徴

タイプA（２4．8m2）

居室
例
居室
例

East Wing South Wing
【イーストウイング】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契約期間：2037年3月24
日迄）/敷地面積：20,385.95m2/延床面積：19,943.10m2（うち有料老人ホーム4,609.89m2：鉄
骨・鉄筋コンクリート造・地下１階、地上9階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：
2008年4月1日/３室募集（全79室）/入居一時金：1,300万円～3,000万円（１人）/管理費：
117,752円～206,800円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳
以上の自立または要支援・要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2021年1月31日

【サウスウイング】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契約期間：2037年7月9
日迄）/敷地面積：6605.51m2/延床面積：7515.79m2（うち有料老人ホーム5422.14m2：鉄筋
コンクリート造・地上7階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：2007年10月
1日/５室募集（全112室）/入居一時金：1,700万円～3,200万円（１人）/管理費：163,429円～
230,476円（１人）/食費：1日3食30日の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳以上の自立
または要支援・要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2021年1月31日

East Wing
イースト
　ウイング介護付

South Wing
サウス
  ウイング 住宅型

有料老人ホーム ふれあいグループ

シニアホテル東戸塚
ご入居相談は、
お気軽にお電話ください-。

ＷＥＢから２４時間OK
シニアホテル東戸塚 検索⬅

資料請求

個別相談を
受付中！
個別相談を
受付中！

お気軽にお問合せをお気軽にお問合せを

　

○
…
今
年
４
月
、「
康
心
会
汐

見
台
病
院
」（
横
浜
市
磯
子
区
）

に
着
任
し
、
毎
週
火
曜
日
午
後
・

水
曜
日
午
前
・
木
曜
日
午
前
の「
内

科
」
の
外
来
診
療
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
体
調
が
悪
い
患
者
さ
ま

の
症
状
や
ご
様
子
な
ど
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
検
査
が
必
要
な
の
か
、

そ
し
て
専
門
診
療
科
で
の
診
察
の

必
要
性
な
ど
を
含
め
て
、
診
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」。

　

○
…
ロ
シ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

夫
を
も
ち
、
家
庭
で
は
会
話
は
全

て
英
語
と
い
い
ま
す
。「
名
前
の

表
記
が
ゴ
ル
ベ
ヴ4

な
の
で
、
患
者

さ
ま
か
ら
『
先
生
を
ど
う
呼
べ
ば

い
い
で
す
か
？
』
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、『
ヴ
』
は

ロ
シ
ア
語
の
『
ｖ
』
で
、
聞
こ
え

は
『
フ
』
に
近
い
音
に
な
り
ま
す

の
で
、『
ゴ
ル
ベ
フ
（
4

先
生
）4』
と

呼
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
ニ
ッ

コ
リ
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
夫

と
の
生
活
で
、
必
須
と
な
る
の
が

言
葉
の
選
択
と
意
思
疎
通
の
確
認

だ
そ
う
で
、「
こ
れ
は
医
療
現
場

で
も
多
く
を
活
か
し
、
大
切
に
考

え
て
い
ま
す
。
病
状
や
治
療
方
針

を
説
明
す
る
際
に
、
自
分
で
は
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し
た
つ

も
り
で
も
、
患
者
さ
ま
が
本
当
に

内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
る

か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
思
い
込
み
で
『
ご
理
解
い
た

だ
け
た
だ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
は

せ
ず
、
長
い
お
話
に
な
る
時
な
ど

は
、『
こ
こ
ま
で
お
わ
か
り
に
な

り
ま
し
た
か
？
』『
少
し
で
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
も
し
く
は
ご
不

安
な
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

話
の
途
中
で
も
、
ご
遠
慮
な
く
お

聞
き
く
だ
さ
い
』と
お
声
を
掛
け
、

ご
不
明
点
が
あ
れ
ば
、
異
な
る
表

現
で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
で
き

る
限
り
何
度
で
も
説
明
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

○
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
で
医
療
環
境
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
る
中
、「
感
染
予
防
を

徹
底
化
し
て
い
く
べ
き
情
勢
の
渦

中
に
お
い
て
は
、
な
る
べ
く
安
全

を
重
視
し
て
診
療
を
行
な
う
よ
う

に
配
慮
す
る
こ
と
も
、
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」と
真
摯
に
語
り
、

「
磯
子
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の

方
々
に
、
寄
り
添
っ
た
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
、熱
意
を
込
め
て
続
け
ま
し
た
。

ゴルベヴ 美菜子  医師
 （ゴルベヴ みなこ）　　　　

康心会汐見台病院
【 内 科 】

日本病院総合診療医学会 認定医
労働衛生コンサルタント ほか

  

一
つ
ひ
と
つ
、丁
寧
な
確
認
で

　
　 

着
実
な
診
療
を
心
掛
け
る
医
師

こ
の「
人
」に
聞
く

晴れた日は屋上で体操の実施も

毎
年
恒
例
の
お
花
見
会（
過
去
の
様
子
）

楽
し
い
手
先
の
訓
練
は
意
欲
的
に
な
る

す
。
病
院
に
は
、
内
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
な
ど
、

ご
高
齢
の
方
が
か
か
る
こ
と
が
多

い
診
療
科
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
リ
ハ
ビ
リ
中
に
万
が
一
の
こ

と
が
あ
っ
て
も
安
心
で
す
。

　

そ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
各
部
門
の
専
門
セ
ラ
ピ
ス
ト

機
能
の
障
害
に
は
、
理
学
療
法
士

が
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当

し
、
作
業
療
法
士
は
、
日
常
生
活

動
作
の
訓
練
や
認
知
症
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
口
腔
ケ
ア
や
発
語
練
習
に
長

け
た
技
術
を
も
つ
言
語
聴
覚
士

は
、
一
人
ひ
と
り
の
口
腔
状
態
を

見
極
め
て
、
丁
寧
な
訓
練
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
よ
り　

　
「
当
施
設
は
、
病
院
（
医
療
法

人
社
団
康
心
会
・
ふ
れ
あ
い
鶴
見

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
に
併
設
さ
れ
て
い

る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

つ
な
が
り
、
体
が
不
自
由
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
家
に
こ
も
り

が
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
高
齢

者
が
、
社
会
活
動
を
再
開
す
る
た

め
に
、
き
っ
か
け
と
な
る
意
味
を

も
ち
ま
す
。

障
害
ご
と
に
専
門
訓
練

　

当
然
、
こ
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病
院
内
に
あ
る

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を

も
つ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
本

格
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

骨
折
や
脳
梗
塞
で
起
き
る
運
動

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
だ
け
で

な
く
、自
宅
ま
で
の
送
迎
や
入
浴
、

食
事
の
ほ
か
、楽
し
い
集
団
体
操
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
活
動
の
再
開
に

　

集
団
体
操
は
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体

作
り
に
な
り
ま
す
。
そ

の
上
、
集
団
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
リ
ハ
ビ
リ

　

病
院
内
に
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
鶴

見
ホ
ス
ピ
タ
ル
。
医
療
機
関
の
中
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
な
が
ら
、
楽
し
く
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

が
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
態
を

確
認
し
て
、
効
果
的
な
内
容
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
来
所
中
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
で
な
く
、
魅
力
的
な
お
食
事
を

提
供
し
た
り
、
季
節
を
感
じ
る
催

事
な
ど
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
こ
と
で
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
春
夏

秋
冬
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
内
に
は
『
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
』
も
併
設
し
、
専

属
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
お
り
ま

す
の
で
、
介
護
相
談
・
利
用
相
談

が
で
き
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
利
用
は
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力

　
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ちょっとのぞいてみました
高 齢 者 施 設病院

通所リハ

ふれあい鶴見ホスピタルでは、通所リハビリテーションの利用者
を募集しています。施設の見学や詳細・リハビリの具体的な
相談は直接、ふれあい鶴見ホスピタルにお問合せください。

国家資格をもつセラピスト（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）が、
専門的な訓練を楽しく実施できるようにメニューを考案しています。

ふれあい鶴見ホスピタル ☎045-586-1725鶴見区東寺尾
4-4-22

Vol.９

イベントや食事だけでなく、
ご利用者さまが

楽しく訓練できるように、
リハビリ内容に季節感を
取り入れています。

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

身
体
機
能
の
訓
練
だ
け
じ
ゃ
な
く

　
　
　
　
　
　
　

 

　
“
楽
し
さ
”も
重
要
視
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町田市

まずは、お気軽にお電話ください。必要書類
などをお伝えいたします。お問合せだけで
も構いません♪ 担当：総務課 篠原・清水

応 

募

　　昇給（年１回）、ボーナス（年３回）、社会保険完備、退職金制度（勤続３年以上）、医療費補助制度など待遇

ふれあい東戸塚ホスピタル☎045-827-2637
http://www.fureai-g.or.jp/ht-hosp/

医療法人社団
健齢会

〒244-0806 横浜市戸塚区上品濃16-8

環 

境

年間休日121日＋夏季休暇3日・グル
有給休暇（入職後６カ月後から10日分
年間計画で丁寧なOJTを用意
新人からベテランまで幅広く在籍
研修場所が近く受講しやすい

時 

間

【日勤】8：30～17：30（①～④）
【夜勤】17：00～翌9：00（①②）
 ※シフト勤務

給 

与

①看護師〈病棟〉 　　　　　     29万5,000円～44万9,900円　　
②看護補助〈病棟〉 　　　　　     19万3,500円～32万3,700円　
③訪問看護師〈オープニングスタッフの募集〉     23万2,000円～38万6,900円
④メディカルソーシャルワーカー　　       20万5,000円～33万1,100円　

給与について
● 　 は月給、　 は時給
● ①②の    は
  夜勤４．５回分を含む

Recruit Information

今月オススメ

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

補助有

ユニフォーム貸与

託児所有 無料バス有

正社員

経験者優遇

パート

ワークライフバランス
を重視した職場です！   新人さんも着実に技術を習得♫

1,500円～2,300円
1,100円～1,200円

未経験歓迎

正 補パJR東戸塚駅 看護師・看護補助・訪問看護師・メディカルソーシャルワーカー

で
、
安
全
に
血
液
透
析
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
が
透
析
治
療
を
ご
負

担
に
感
じ
な
い
よ
う
に
、
下
肢
末

梢
動
脈
疾
患
の
指
導
や
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
不
安
の
こ
と
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　
（
大
塚
智
之
医
師
）「
透
析
治
療

で
は
シ
ャ
ン
ト
狭
窄
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
の
可
能
性
が
あ
り
、
当
院
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
血
管
が
狭
ま
っ
た

場
合
に
拡
張
す
る
手
術
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。『
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー
装
置
』（
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
、
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
利
用
し
た

安
全
に
配
慮
し
た
治
療
）
を
採
用

し
、
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」。

■
腎
臓
病
の
不
安
や
人
工
透
析
治

療
に
関
し
て
は
、
康
心
会
汐
見
台

病
院
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
汐
見
台
病
院
・
予
約
電
話
〉

　
☎︎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
７

　
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

治
療
と
、
人
工
透
析
治
療
〈
血
液

透
析
〉
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

腎
不
全
・
透
析
関
連
合
併
症
の

ほ
か
、
腎
臓
と
深
く
関
係
し
て
い

る
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、

む
く
み
を
含
め
た
幅
広
い
内
容
ま

で
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
」。

チ
ー
ム
医
療
と
シ
ャ
ン
ト
管
理

　
（
河
合
貴
広
医
師
）「
当
院
に

は
、透
析
ベ
ッ
ド
を
20
床
確
保
し
、

当
科
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
・
看

護
師
・
臨
床
工
学
技
士
・
管
理
栄

養
士
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
医
療
チ
ー
ム

腎
臓
病
〈
糖
尿
病
性
腎
症
、
慢
性

糸
球
体
腎
炎
、
腎
硬
化
症
な
ど
〉、

急
性
腎
不
全
、
電
解
質
異
常
、
全

身
性
疾
患
に
と
も
な
う
腎
障
害

〈
膠
原
病
、
血
液
疾
患
な
ど
〉
の

腎
臓
の
検
査
か
ら
透
析
ま
で

　
（
吉
田
幸
恵
医
師
）「
当
院
で
は
、

健
康
診
断
で
の
異
常
〈
蛋
白
尿
・

血
尿
・
腎
機
能
低
下
〉
や
、
慢
性

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
腎
臓
内
科
の
担
当
医
（
常
勤
２
名
・
非
常
勤
１
名

／
２
０
２
０
年
11
月
現
在
）
が
、
外
来
診
察
だ
け
で
な
く
、
透
析
用
の
血
管
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
す
る
処
置
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
担
当
医
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

経皮的血管形成術（PTA）のイメージ

バルーンカテーテル

ガイドワイヤー

生理食塩水でバルーン
カテーテルを膨らませる

血管内にガイドワイヤーと
バルーンカテーテルを挿入

狭窄部を拡張
したらバルーン
カテーテルを回収

PTA（経皮的血管形成術）
狭窄病変

シャント
血液透析で充分な血液量が確保
できるように、動脈と静脈を直接
つなぎ合わせた透析用の血管

→→

→→

こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ン
ト
血
管

壁
が
損
傷
し
た
り
、
血
栓
の
形
成

や
線
維
化
、
内
膜
過
形
成
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

手
術
で
シ
ャ
ン
ト
管
理

　

こ
の
よ
う
に
、
透
析
治
療
を
よ

り
良
く
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

シ
ャ
ン
ト
の
管
理
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

狭
窄
や
閉
塞
の
状
態
に
よ
っ
て

は
、
手
術
の
必
要
も
で
て
き
ま

す
。「
経
皮
的
血
管
形
成
術
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）」
と
呼
ば
れ
る
手
術
法
は
、

多
く
が
30
～
60
分
程
度
で
施
術
で

き
、
シ
ャ
ン
ト
を
再
建
す
る
こ
と

に
比
べ
て
、
身
体
面
な
負
担
が
少

な
く
す
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

透
析
治
療
で
大
切
な
シ
ャ
ン
ト

を
長
く
保
つ
た
め
に
は
、
閉
塞
や

狭
窄
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、

早
期
に
発
見
で
き
る
か
、
そ
し
て

適
切
な
ケ
ア
や
手
術
が
受
け
ら
れ

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

皮
膚
の
か
ぶ
れ
や
穿
刺
時
の
痛

み
、
穿
刺
困
難
等
か
ら
、
シ
ャ
ン

ト
血
管
瘤
・
シ
ャ
ン
ト
感
染
な
ど
、

透
析
治
療
で
起
こ
り
得
る
血
管
に

関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
こ
と
で
す
。

血
管
が
狭
ま
る
リ
ス
ク

　

特
に
、
発
生
率
が
高
く
、
そ
の

上
、透
析
治
療
へ
の
障
害
と
な
り
、

迅
速
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、【
シ
ャ
ン
ト
狭
窄
】、
ま

た
は
、
さ
ら
に
進
行
し
た
状
態
の

【
シ
ャ
ン
ト
閉
塞
】
で
す
。

　

原
因
に
は
、
穿
刺
を
繰
り
返
す

ン
ト
）
の
障
害
で
あ
る
「
バ
ス

キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス･

ト
ラ
ブ
ル

（
シ
ャ
ン
ト･

ト
ラ
ブ
ル
）」で
す
。

　

人
工
透
析
治
療
を
進
め
て
い
く

上
に
お
い
て
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
、
透
析
用
の
血
管
（
シ
ャ

　

腎
臓
病
を
悪
化
さ
せ
て
、
人
工
透
析
治
療
を
始
め
る
人
の
数
が
、
国
内
で
増
加

し
続
け
て
い
ま
す
。
透
析
治
療
を
始
め
る
際
に
は
、
透
析
用
の
血
管
を
導
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
導
入
後
は
、
そ
の
血
管
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

腎臓内科 外来透析

月

火

水

木
金

土

河
合
Ｄr.

河
合
Ｄr.

河
合
Ｄr.

河
合
Ｄr.

大
塚
Ｄr.

※午前のみ

●
●

●
●

※午前のみ
●

－
－

－

康
心
会
汐
見
台
病
院

アンギオ
グラフィー
装置

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院
（
腎
臓
病
・
人
工
透
析
治
療
）

シ
ス
テ
ム
導
入
で
さ
ら
に
安
全
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

透
析
血
管
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に

ほか

 ☎045-761-3587
【 月-土 8：00～17：00 】

予 約
センター 
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磯子駅

汐見台
交番前

公園

屏風浦駅

●卵巣嚢腫　●子宮内膜症　●子宮筋腫
●子宮腺筋症　●子宮外妊娠　●子宮脱
●悪性腫瘍（子宮頚がん、子宮体がん、卵巣がん）
●子宮粘膜下筋腫
●子宮内膜ポリープ
●卵巣茎捻転
●卵巣腫瘍破裂
●不妊症
●更年期症状
●月経不順    など

産婦人科担当医
康心会汐見台病院

コ
コ

中田裕信
 　　　　産婦人科科長

平田幸広
                          医師

山村菜実
                      医師 

中田裕信
 　　　　産婦人科科長

平田幸広
                           医師

ほか

山村菜実
                      医師 

　
Ｑ
．
貴
院
産
婦
人
科
で
扱
っ
て

い
る
疾
患
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
の
産
婦
人
科
で
は
、

婦
人
科
疾
患
一
般
お
よ
び
婦
人
科

●傷が小さく、術後の痛みを軽減
●早期退院・社会復帰しやすい
●術後腸閉塞のリスクが低い
　…術中に腸管が空気に触れず、

　　　術後の動きがよいため

●婦人科系の場合、将来妊娠を
希望する女性にとって有利

　   …術後の癒着の合併が少ないため

操作鉗子
かんし

操作鉗子
かんし 腹腔鏡腹腔鏡

卵巣卵巣子宮子宮

子宮鏡子宮鏡
卵巣卵巣

子宮子宮

腹腔鏡下手術

腹腔鏡下手術

腹腔鏡

開腹

子宮鏡下手術

　
「
腹
腔
鏡
」
と
は
、
医
療
で
使

用
さ
れ
る
内
視
鏡（
小
型
カ
メ
ラ
）

の
一
つ
で
す
。
内
視
鏡
を
入
れ
る

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
産
婦
人
科

　
　

技
術
認
定
医
が
執
刀
！

　
　
　
　

腹
腔
鏡
に
よ
る
婦
人
科
治
療

手
術
痕
が
小
さ
く
す
む「
腹
腔
鏡
下
手
術
」

す
。
悪
性
腫
瘍
（
子
宮
頚
が
ん
・

子
宮
体
が
ん
・
卵
巣
が
ん
な
ど
）

で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

た
標
準
治
療
を
基
本
と
し
て
お

り
、手
術
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
手
術
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
で
は
、
子
宮
筋
腫
や

卵
巣
嚢
腫
な
ど
の
良
性
腫
瘍
で

は
、
低
侵
襲
な
治
療
を
積
極
的
に

導
入
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
一
つ
、

腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
、
日
本
産
科

婦
人
科
内
視
鏡
学
会
技
術
認
定
医

を
は
じ
め
と
す
る
医
師
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
技
術
認
定
医
と
は
、

規
定
要
件
（
内
視
鏡
手
術
の
執
刀

件
数
や
経
験
年
数
）
を
満
た
し
、

ビ
デ
オ
の
技
術
審
査
に
合
格
し
た

医
師
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
、
こ
の
認
定
医
は
、
国
内
の
産

婦
人
科
医
（
約
１
万
１
千
人
）
の

う
ち
１
割
以
下
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

女
性
特
有
の
お
悩
み
は
、
是
非

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
紹
介
を
含
め
た
対
応
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
治
療
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
大
切
に
進
め
て
い
ま
す
か
？

　

Ａ
．
ま
ず
ご
自
分
の
疾
患
や
状

態
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
ご
理

解
い
た
だ
く
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
標
準
治
療
を
基
本

に
、
生
活
様
式
・
仕
事
・
家
族
計

画
な
ど
を
考
慮
し
て
、
個
別
化
治

療
プ
ラ
ン
を
提
案
し
ま
す
。
選
択

肢
が
あ
る
治
療
法
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
利
点
と
欠
点
を
説
明

し
た
上
で
、
ご
選
択
い
た
だ
き
ま

悪
性
腫
瘍
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
不
妊
治
療
で
は
、
体
外
受
精

な
ど
、
専
門
施
設
で
の
治
療
が
望

ま
し
い
場
合
は
、
適
切
な
施
設
へ

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
（
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５
）
の
産
婦
人
科
で
は
、

婦
人
科
疾
患
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
平
田
幸

広
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
産
婦
人
科
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。   〈
取
材
協
力
〉

を
糸
で
結
ん
で
終
了
し
ま
す
。

婦
人
科
で
メ
リ
ッ
ト
発
揮

　

こ
の
よ
う
に
、
手
術
痕
が
小
さ

く
す
む
メ
リ
ッ
ト
は
、
婦
人
科
系

で
は
特
に
活
か
さ
れ
て
き
ま
す
。

従
来
の
婦
人
科
系
の
手
術
で
は
、

開
腹
し
て
10
㎝
程
度
の
手
術
痕
が

残
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
な

も
の
で
も
、腹
腔
鏡
下
手
術
で
は
、

1.0
㎝
程
度
ま
で
で
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
こ
の
違
い
は
一
目

瞭
然
で
す
。

　

腹
腔
鏡
で
行
な
う
婦
人
科
系
疾

患
に
は
、【
卵
巣
嚢
腫
】【
子
宮
内

膜
症
】【
子
宮
筋
腫
】【
子
宮
腺
筋

症
】【
子
宮
外
妊
娠
】【
不
妊
症
】

【
子
宮
脱
】
な
ど
、
良
性
疾
患
の

ほ
か
、
子
宮
鏡
を
使
っ
た
【
子
宮

粘
膜
下
筋
腫
】
や
【
子
宮
内
膜
ポ

リ
ー
プ
】
の
手
術
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、【
卵
巣
茎
捻
転
】、【
卵
巣

腫
瘍
の
破
裂
】、【
子
宮
外
妊
娠
】

な
ど
は
、
緊
急
手
術
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

見
た
目
の
違
い
は
明
ら
か

　

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
現
在
、
急
速
に

普
及
し
て
い
ま
す
。

　

手
術
で
は
、大
き
く
開
腹
せ
ず
、

腹
部
に
３
～
５
カ
所
（
0.6
～
1.0
㎝

程
）
を
切
開
し
て
、
そ
の
部
分
に

小
型
の
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
確
認
し

な
が
ら
、
病
気
の
部
分
を
取
り
出

し
ま
す
。

　

残
っ
た
正
常
な
部
分
や
、
切
断

し
た
血
管
の
端
か
ら
の
出
血
の
有

無
な
ど
を
確
認
し
た
後
、
カ
メ
ラ

を
入
れ
る
た
め
に
切
開
し
た
部
分

部
位
が
腹
部
（
腹
腔
）
で
あ
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
名
が
つ
い
て
い

ま
す
。

　

腹
腔
鏡
を
使
用
し
た
手
術
は
利
点
が
多
く
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
手
術
痕
の
大

き
さ
の
違
い
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
特
徴
か
ら
、
女
性
へ
の
適
用
、
特
に
婦
人

科
系
疾
患
で
実
施
す
る
場
面
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
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︱
︱
︱
︱
「
し
び
れ
」
が
生
じ

る
原
因
と
し
て
は
、
何
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
？
主
な
も
の
を
簡
単
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
林
医
師
）「
病
巣
と
し
て
、
代

表
的
な
三
領
域
で
あ
る
〈
脳
〉〈
脊

髄
〉〈
末
梢
神
経
〉
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
」。

さ
い
。

　
→
知
覚
の
低
下
か
、
異
常
か

　
　
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
り

　
　
ま
す
。

　

当
院
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
）

で
は
、
問
診
を
重
要
な
診
断
情
報

と
し
て
扱
っ
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱
︱
し
か
し
、「
し
び
れ
」

で
病
院
に
か
か
る
時
、
医
師
に
症

状
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
点
が
、
多
く
の
人
が
受
診
か
ら

足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
原
因
の
一

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
（
林
医
師
）「
確
か
に
、『
し
び

れ
』
は
『
痛
み
』
と
異
な
り
、
症

状
を
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
、
受
診
の
際
に
は
、
次
の
点

を
伝
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
み
て

く
だ
さ
い
」

▽
「
し
び
れ
」
の
範
囲
を
、
ご

自
分
の
体
で
示
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

　
︱
︱
︱
︱
「
し
び
れ
」
は
よ
く

あ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
深

刻
に
考
え
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
長
く
続
い
た
り
、
頻
繁
に
起

こ
る
場
合
は
、
や
は
り
気
に
し
た

方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
林
医
師
）「
そ
う
で
す
ね
。『
し

び
れ
』
は
、
あ
り
ふ
れ
た
症
状
と

し
て
認
識
さ
れ
や
す
い
も
の
で
す

が
、
重
篤
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
原
因
は
多
岐
に

わ
た
り
、
診
断
治
療
に
難
渋
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

磯
子
区
に
あ
る
康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、「
脳
神
経
外
科
」
の
外
来
診
察
を

月
曜
日
午
前
・
午
後
と
木
曜
日
午
前
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
部
長
の
林
明
宗
医
師

に
、「
し
び
れ
」
で
受
診
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

高
血
圧
の
影
響
な
ど
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
明

ら
か
な
異
常
が
な
く
、

原
因
が
不
明
で
あ
る
場

合
の
耳
鳴
り
や
、
左
右

ど
ち
ら
か
に
特
徴
が
あ

る
耳
鳴
り
は
、
症
状
に

対
し
て
、
本
人
の
執
着

が
脳
に
学
習
を
さ
せ
て

症
状
を
継
続
さ
せ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
趣
味
や
仕

事
を
し
て
い
る
時
に
、

そ
の
症
状
が
出
な
く
な

る
も
の
の
場
合
は
、
可

能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

　

早
め
に
診
察
を
受
け

て
、
不
安
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

す
。
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
外
来

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

耳 

鳴 

り

　

左
右
ど
ち
ら
か
の
耳
鳴
り
が
脈

拍
に
一
致
し
て
い
る
も
の
は
、
脳

神
経
外
科
で
精
密
検
査
を
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

両
方
の
耳
に
起
こ
る
も
の
は
、

診
し
ま
し
ょ
う
。

め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き

　

立
っ
た
時
だ
け
の
ふ
ら
つ
き

は
、
整
形
外
科
関
連
の
疾
患
や
、

加
齢
に
よ
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
座
っ
て
い
て
も
ふ
ら
つ
き
が

起
こ
る
場
合
は
、
脳
神
経
外
科
を

受
診
し
た
方
が
よ
い
ケ
ー
ス
で

頭  

痛

　

突
然
の
激
し
い
頭
痛
や
、
意
識

障
害
を
と
も
な
う
場
合
は
、「
く

も
膜
下
出
血
」
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。

　

ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
く
ば
か

り
で
、
一
向
に
治
ら
な
い
時
な
ど

は
、
大
至
急
、
脳
神
経
外
科
を
受

康心会汐見台病院
脳神経外科 部長
林 明宗 医師

日本脳神経外科学会 指導医・専門医

▽
脊
髄

高
齢
者
に
最
も
多
い
原
因
で

す
。 

特
に
「
頚
椎
症
」
で
は
、

下
肢
か
ら
し
び
れ
が
始
ま
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

単
に
し
つ
こ
い
「
肩
こ
り
」

や
後
頭
部
の
鈍
痛
程
度
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
転

倒
か
ら
「
四
肢
麻
痺
」
を
招

く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

精
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
脳「

脳
卒
中
」
関
連
で
は
、
多
く

が
片
半
身
に
し
び
れ
を
生
じ

ま
す
。

▽
末
梢
神
経
障
害

長
い
手
袋
や
靴
下
を
着
け
て

い
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
し

び
れ
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
老
化
に
よ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、「
糖
尿
病
」
や
「
血

流
障
害
」
が
原
因
に
な
っ
て
い

〜
専
門
医
が
ア
ド
バ
イ
ス
〜

「
し
び
れ
」で
病
院
へ
行
く
時
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

康
心
会
汐
見
台
病
院
　
林 

明
宗 

医
師

こ
ん
な
時
は「
脳
神
経
外
科
」で
診
察
を
！

　

病
院
の
診
療
科
で
難
し
そ
う
な
名
前
の
一
つ
「
脳
神
経
外
科
」。
ど
う
い
う
時

に
「
脳
神
経
外
科
」
の
外
来
診
察
を
受
け
れ
ば
い
い
の
か
、
わ
か
り
ま
す
か
？
そ

ん
な
疑
問
の
た
め
に
、
脳
神
経
外
科
で
扱
っ
て
い
る
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

脳神経外科とは…
主な診察対象

医療法人社団康心会「康心会汐見台病院」ホームページより引用

●頭痛（片頭痛、緊張性頭痛など）、めまい、しびれ
●頭部のけが
●脳卒中（一過性脳虚血発作／脳梗塞／脳出血／くも膜下出血）やその後遺症
●脳卒中予防を目的とした生活習慣病などの管理
●手術で改善する認知症（正常圧水頭症）
●てんかんや脳腫瘍などの維持・管理

中枢神経（脳・脊髄）から末梢神経障害に
かかわる外科疾患が対象

など

▽
「
し
び
れ
」
が
改
善
、
ま

た
は
悪
化
す
る
事
柄
や
、

随
伴
す
る
症
状
な
ど
の
情

報
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
→
お
薬
手
帳
や
健
康
診
断
の

　
　
情
報
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
手
根
管
症
候
群
」
の
よ
う
に
、

比
較
的
は
っ
き
り
し
た
症
状

を
示
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。

脳神経外科
月 午前・午後 木 午前

康心会
汐見台病院

☎045-761-3587
［月-土／8：00～17：00］

磯子区汐見台1-6-5

受診予約

久良岐
公園

磯子駅

屏風浦駅

環
状
２
号

汐見台
交番前

16

ココ

無料
シャトルバス
運行中！

 　
︱
︱
︱
︱
貴
重
な
お
話
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
取
材
協
力
／
同
院

ふれあい横浜ホスピタル
形成・美容外科

開田 恵理子 医師

い
方
、
ガ
ー
ゼ
の
当
て
方
、
抜
糸

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
、
一
つ

一
つ
を
丁
寧
に
扱
い
、
各
状
態
に

合
わ
せ
て
最
適
な
内
容
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
傷
や
で
き
も
の
、
変
形
な
ど

は
ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

手
術
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。） 

　

化
粧
品
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、

患
者
さ
ま
が
よ
り
美
し
く
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
手
術
の
際
に
重
要
視
し
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ
．
形
成
外
科
の
手
術
で
は
、

傷
を
治
そ
う
と
す
る
細
胞
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
（
創
傷
治
癒
）
を
、
で
き

る
だ
け
正
常
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
傷
の
方
向
、

メ
ス
の
入
れ
方
、
糸
の
種
類
や
縫

く
、「
形
成
・
美
容
外
科
」
と
し

て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
当
院
で
は
、
機
能
面
だ
け

で
な
く
、
見
た
目
も
美
し
く
治
す

こ
と
を
常
に
心
が
け
て
お
り
、
自

費
診
療
で
行
な
っ
て
い
る「
美
容
」

も
形
成
外
科
の
大
事
な
一
分
野
と

捉
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
考
え
の
下
で
当
院
で
は
、

「
シ
ミ
」「
イ
ボ
」「
く
す
み
」「
ム

ダ
毛
」
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
か
ら
、

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
ボ
ト
ッ
ク
ス
注

射
に
よ
る
「
シ
ワ
」
の
治
療
ま
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
※
美
容

　
Ｑ
．貴
院
の「
形
成・美
容
外
科
」

の
診
療
対
象
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

Ａ
．
体
の
表
面
の
あ
ら
ゆ
る
範

囲
に
対
応
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

生
ま
れ
つ
き
や
手
術
後
の
変
形
、

皮
膚
の
で
き
も
の
、
ま
ぶ
た
、
け

が
、
顔
の
骨
折
、
や
け
ど
、
床
ず

れ
、
難
治
性
潰
瘍
な
ど
で
す
。

　
Ｑ
．
な
ぜ
、
形
成
外
科
で
は
な

　

関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
の
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
形
成

外
科
専
門
医
で
あ
る
開
田
恵
理
子
医
師
が
、
手
術
や
レ
ー
ザ
ー
な
ど
で
治
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
同
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

整形外科医 形成外科医

どっち？！どっち？！
「形成外科」「形成外科」

「整形外
科」

「整形外
科」

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
）
を

重
視
し
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、

外
表
面
（
全
身
の
皮
膚
）
や
軟
部

組
織
の
疾
患
を
扱
う
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

　

体
に
生
じ
た
組
織
の
異
常
や
変

形
、
欠
損
、
あ
る
い
は
整
容
的
な

不
満
足
に
対
し
て
、
機
能
と
形
態

を
正
常
で
美
し
く
す
る
こ
と
を
目

指
す
専
門
外
科
な
の
で
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
直
結

　

で
は
、
顔
面
骨
に
関
し
て
は
、

ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
骨
」
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
単
純
に

考
え
て
「
整
形
外
科
」
と
な
り
ま

す
が
、
顔
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
整
容
的
予
後
が
重
視
さ
れ
る

部
位
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
形

成
外
科
」
が
担
当
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
り
ま
す
。
整
容
的
予
後
を

重
視
す
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
こ

の
診
療
科
は
、
患
者
の
生
活
の
質

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に
直
結
す
る

専
門
領
域
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

囲
む
筋
肉
や
神
経
系
か
ら
な
る

「
運
動
器
」
と
呼
ば
れ
る
機
能
を

改
善
す
る
た
め
に
治
療
を
行
な
う

外
科
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
体

幹
、
四
肢
の
骨
に
関
す
る
疾
患
を

多
く
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
科
の
治
療
で
は
、【
機
能

予
後
】（
疾
患
部
位
の
機
能
が
維

持
で
き
る
か
ど
う
か
）
に
重
点
が

置
か
れ
ま
す
。

形
態
的
な
改
善
は

　

そ
れ
に
対
し
て
「
形
成
外
科
」

で
の
治
療
で
は
、
多
く
の
場
合
、

【
整
容
的
予
後
】（
姿
・
形
を
整
え

多
い
の
が
、「
形
成
外
科
」
で
す
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、「
整

形
外
科
」
と
表
記
が
似
て
い
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
で

す
。

運
動
器
の
改
善
は

　

で
は
、ま
ず
「
整

形
外
科
」
に
関
し

て
簡
単
に
整
理
し

ま
し
ょ
う
。

　
「
整
形
外
科
」

は
、
体
の
芯
に
な

る
骨
・
関
節
な
ど

と
、
そ
れ
を
取
り

　

病
院
に
あ
る
診
療
科
目
の
中

で
、
ど
う
い
う
症
状
で
か
か
っ
て

よ
い
か
を
理
解
し
て
い
な
い
人
が

　

体
の
骨
や
筋
肉
、
筋
な
ど
の
機
能
を
改
善
す
る
「
整
形
外
科
」
に
対
し
、
体
の

変
形
や
欠
損
な
ど
の
正
常
化
を
目
指
す
「
形
成
外
科
」。
こ
の
２
つ
の
診
療
科
目

の
特
徴
と
そ
の
違
い
を
解
説
し
ま
す
。

ふれあい横浜ホスピタル
形成・美容外科

☎ 045-681-5101

外来診察
入院手術
日帰り手術

美白クリーム

月 火 水 木 金 土

（隔週）

午
前

午
後

地下鉄 関内駅

JR関内駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ココ

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

 

「
体
の
あ
ら
ゆ
る
表
面
を
よ
り
美
し
く
快
適
に
！
」

形
成
・
美
容
外
科
　
開
田
恵
理
子 
医
師

   

骨
の
治
療
な
の
に

　
　
　
「
形
成
外
科
」が
担
当
す
る
の
は
な
ぜ
？

2020年12月

No.53
横浜版健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

 4


